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１．平成20年 3月期第１四半期財務・業績の概況（平成19年 4月 1日～平成19年 6月30日）

  （１）経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満四捨五入）

売　上　高 営　業　利　益 経　常　利　益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年 3月期第１四半期 134,223 　  6.7 14,744 53.9 15,405 　　56.7
19年 3月期第１四半期 125,827 　 21.1 9,583 54.5  9,831 　　53.0
（参考）19年 3月期 600,256 64,224 65,341

１株当たり 潜在株式調整後
四半期（当期）純利益 四半期（当期）純利益 １株当たり四半期（当期）純利益

百万円 ％ 円 銭 円 銭
20年 3月期第１四半期 8,847  34.1 14 65 －
19年 3月期第１四半期 6,597  48.6 10 97 －
（参考）19年 3月期 37,352 61 99 －

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。

  （２）財政状態（連結）の変動状況
１株当たり

総　資　産 純 資 産 自己資本比率 純 資 産
百万円 百万円 ％ 円 銭

20年 3月期第１四半期 605,886 212,111 34.8 348 86
19年 3月期第１四半期 561,526 174,406 30.5 290 14
（参考）19年 3月期 600,890 206,010 34.1 338 95

２．平成20年 3月期の連結業績予想（平成19年 4月 1日～平成20年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率）

１株当たり

売　上　高 営　業　利　益 経　常　利　益 当期純利益 当期純利益

  百万円 ％   百万円 ％   百万円 ％   百万円 ％ 円 銭
中　間　期 300,000 9.7 30,000 12.1 29,000 4.7 17,000 1.8 28 16
通　　　期 650,000 8.3 74,000 15.2 73,000 11.7 43,000 15.1 71 22

[業績予想に関する定性的情報等]
中間期、通期の業績予想については、平成19年 5月 8日発表の数値を変更しておりません。

※前述の将来の業績に関する予想は、発表日現在の入手可能な情報に基づき当社が合理的と判断したものであります。

　従って実際の業績は様々な要因の変化により、記載の予想とは異なる場合があります。

　そのような要因としては、主要市場の経済環境及び製品需要の変動、為替相場の変動、国内外の規制等があげられます。

３．その他
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う ： 無
特定子会社の異動）

（２）会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 有

（３）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有

－１－



[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]

　当第１四半期におけるわが国経済は、原油価格や原材料の高止まり感はあるものの、為替相場の安定が追い風となり

企業業績の好調を受けて、景気は拡大を続けています。また、海外でも米国、中国を中心とした景気拡大基調に大きな

変化はなく順調に推移しています。

　このような経済環境のもと、当社グループは中期経営計画「躍進０７」の計画を上回る業績を達成し、引続き順調な

事業運営を行うことができました。

　受注高につきましては機械部門、建設機械部門を中心に全部門で増加し、前年同期比11％増加の1,890億円となりま

した。売上高につきましても建設機械部門、船舶鉄構・機器部門を中心に増加し、前年同期比７％増加の1,342億円と

なりました。

　損益面では、売上増加、売上高原価率の低下に伴い営業利益は前年同期比54％増加の147億円、経常利益は前年同期

比57％増加の154億円、当期純利益は前年同期比34％増加の88億円となりました。

　各部門別の状況は、以下のとおりです。

①標準・量産機械部門

　電子、メカトロニクス事業が低調に推移しましたが、減・変速機事業は海外を中心に順調に推移しました結果、部門

全体では受注が微増となり、売上は若干減少いたしました。この結果、受注高は595億円（前年同期比１％増）、売上

高は491億円（前年同期比２％減）、営業利益は52億円となりました。

②環境・プラントその他部門

　エネルギープラント事業の発電用ボイラ、環境関連機器が好調に推移しました。この結果、受注高は307億円（前年

同期比２％増）、売上高は152億円（前年同期比８％増）、営業利益は６億円となりました。

③船舶鉄構・機器部門

　船舶事業の受注は前年同期と同じアフラマックス型タンカー２隻となり、売上も前年同期と同じ１隻となりましたが、

船価の上昇を受け受注、売上ともに増加いたしました。また、連続建造によるコストダウン効果により原価率が改善し

ています。他機種では引続き石油・化学プラント向けの反応容器が受注を伸ばしました。この結果、受注高は262億円

（前年同期比16％増）、売上高は125億円（前年同期比14％増）、営業利益は29億円となりました。

④機械部門

　造船、製鉄会社向けの運搬機械事業と、タービン・ポンプ事業は海外を中心に好調を維持いたしました。この結果、

受注高は264億円（前年同期比27％増）、売上高は160億円（前年同期比６％増）、営業利益は17億円となりました。

⑤建設機械部門

　油圧ショベル事業は好調に推移し、受注、売上とも増加しました。建設用クレーン事業でも北米市場の活況が続き、

受注、売上とも大幅に増加しました。この結果、受注高は462億円（前年同期比25％増）、売上高は414億円（前年同期

比17％増）、営業利益は37億円となりました。

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等]

　総資産は6,059億円となり、前期末に比べて50億円増加しました。これは、受取手形及び売掛金が178億円、現金及び

預金が67億円それぞれ減少した一方、たな卸資産が199億円、有形固定資産が19億円それぞれ増加したことによるもので

す。有利子負債残高は前期末に比べて30億円増加の910億円、総資産に対する比率は前期末比0.4％上昇の15.0％となり

ました。自己資本比率は34.8％となりました。

[その他]
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。

（２）会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無

・法人税等の処理･･･法定実効税率をベースとした簡便な方法によっております。

・その他影響額が僅少なものにつき、一部簡便的な手続を用いております。

（３）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無

法人税法の改正（（所得税法等の一部を改正する法律 平成19年３月30日 法律第６号）及び（法人税法施行令の

一部を改正する政令 平成19年３月30日 政令第83号））に伴い、平成19年４月１日以降に取得した有形固定資産

の減価償却費については、改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。

なお、この変更により営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

－２－



（１）（要 約）四 半 期 連 結 損 益 計 算 書
(単位:百万円)

当第１四半期 前年同四半期 増　　減 前　　期

(19/ 4～19/ 6) (18/ 4～18/ 6) (18/ 4～19/ 3)

Ⅰ  売上高 134,223 125,827 8,396 600,256

Ⅱ  売上原価 ( 75.3%) 101,033 ( 78.3%) 98,514 2,519 ( 77.3%) 464,071

        売上総利益 ( 24.7%) 33,190 ( 21.7%) 27,313 5,877 ( 22.7%) 136,186

Ⅲ  販売費及び一般管理費 18,446 17,730 716 71,961

        営業利益 ( 11.0%) 14,744 (  7.6%) 9,583 5,161 ( 10.7%) 64,224

Ⅳ  営業外収益 ( 1,791 ) ( 1,652 ) ( 140 ) ( 8,223 )

 受取利息及び受取配当金 394 299 95 866

 その他 1,398 1,353 45 7,357

Ⅴ  営業外費用 ( 1,130 ) ( 1,404 ) ( △ 275 ) ( 7,107 )

 支払利息 325 438 △ 113 1,666

 その他 805 967 △ 162 5,441

        営業外損益 662 247 414 1,116

        経常利益 ( 11.5%) 15,405 (  7.8%) 9,831 5,575 ( 10.9%) 65,341

Ⅵ  特別利益 ― 294 △ 294 1,693

Ⅶ  特別損失 1,038 ― 1,038 4,093

        税金等調整前 ( 10.7%) 14,368 (  8.0%) 10,125 4,243 ( 10.5%) 62,940
        四半期（当期）純利益

    税金費用 5,344 3,368 1,975 24,971

    少数株主利益 △ 178 △ 160 △ 18 △ 618

        四半期（当期）純利益 (  6.6%) 8,847 (  5.2%) 6,597 2,250 (  6.2%) 37,352

－３－



（２）（要 約）四 半 期 連 結 貸 借 対 照 表
（単位：百万円）

当第１四半期末 前期末 前年同四半期末
 19. 6.30  19. 3.31 増 減  18. 6.30

（ 資 産 の 部 ）

Ⅰ 流 動 資 産 ( 334,111 ) ( 332,509 ) ( 1,602 ) ( 299,968 )

  現金及び預金 41,419 48,155 △  6,737 39,309

  受取手形及び売掛金 140,543 158,376 △ 17,833 133,383

  たな卸資産 120,466 100,519 19,948 105,564

  その他 32,436 26,236 6,201 22,531

  貸倒引当金 △    753 △    776 23 △    820

Ⅱ 固 定 資 産 ( 271,775 ) ( 268,380 ) ( 3,394 ) ( 261,558 )

  有形固定資産 187,074 185,145 1,929 184,065

  無形固定資産 6,246 6,276 △     30 5,042

  投資その他の資産 78,455 76,960 1,495 72,451

 　資  産  合  計 605,886 600,890 4,996 561,526

（ 負 債 の 部 ）

Ⅰ 流 動 負 債 ( 298,265 ) ( 297,213 ) ( 1,053 ) ( 279,708 )

  支払手形及び買掛金 146,453 150,874 △  4,421 140,155

  短期借入金 28,770 21,711 7,059 22,100

  コマーシャルペーパー 15,000 15,000 ― 8,000

  １年以内返済予定の長期借入金 11,213 14,285 △  3,072 28,784

  その他 96,829 95,343 1,487 80,669

Ⅱ 固 定 負 債 ( 95,509 ) ( 97,667 ) ( △  2,158 ) ( 107,412 )

  社債 10,000 10,000 ― 10,000

  長期借入金 26,045 27,049 △  1,004 35,917

  その他 59,464 60,618 △  1,154 61,495

   負　債　合　計 393,775 394,880 △  1,105 387,120

（ 純 資 産 の 部 ）

Ⅰ　株 主 資 本 ( 161,943 ) ( 155,344 ) ( 6,599 ) ( 121,879 )

1　資 本 金 30,872 30,872 ― 30,872

2　資 本 剰 余 金 20,519 20,518 1 16,817

3　利 益 剰 余 金 111,657 104,950 6,706 74,815

4　自 己 株 式 △  1,104 △    996 △    108 △    625

Ⅱ　評価・換算差額等 ( 48,687 ) ( 49,348 ) ( △    661 ) ( 49,211 )

1　その他有価証券差額金 12,718 11,195 1,523 8,461

2　繰延ヘッジ損益 △  3,948 △  1,652 △  2,296 △    650

3  在外子会社年金債務調整額 △    765 △    772 7 ―

4　土地再評価差額金 40,465 40,411 55 41,898

5　為替換算調整勘定 216 166 50 △    499

Ⅲ　少数株主持分 ( 1,482 ) ( 1,319 ) ( 163 ) ( 3,316 )

    純資産合計 212,111 206,010 6,101 174,406

　　負債及び純資産合計 605,886 600,890 4,996 561,526

－４－



（３） セグメント情報

事業の種類別セグメント情報

（単位：百万円）

当　　　第　　　１　　　四　　　半　　　期

平成 19年 4月 1日　  ～  　平成 19年 6月30日

標準･ 環境･ﾌﾟﾗﾝﾄ 船舶鉄構 消去又

量産機械 その他 ･機器 機  械 建設機械 計 は全社 連 結

  　売       上       高

    (1)外部顧客に対する売上高 49,091 15,223 12,512 16,011 41,386 134,223 － 134,223

    (2)セグメント間の内部売上高 511 640 45 96 2 1,295 ( 1,295 ) －

       又は振替高

計 49,601 15,863 12,557 16,108 41,388 135,518 ( 1,295 ) 134,223

  　営　　業　　費　　用 44,387 15,280 9,692 13,832 37,651 120,841 ( 1,362 ) 119,479

    営　　業　　利　　益 5,214 584 2,865 2,276 3,738 14,677  66  14,744

（単位：百万円）

前　　　年　　　同　　　四　　　半　　　期

平成 18年 4月 1日　  ～  　平成 18年 6月30日

標準･ 環境･ﾌﾟﾗﾝﾄ 船舶鉄構 消去又

量産機械 その他 ･機器 機  械 建設機械 計 は全社 連 結

  　売       上       高

    (1)外部顧客に対する売上高 50,138 14,127 10,963 15,127 35,472 125,827 － 125,827

    (2)セグメント間の内部売上高 529 643 55 68 7 1,303 ( 1,303 ) －

       又は振替高

計 50,667 14,770 11,018 15,195 35,480 127,130 ( 1,303 ) 125,827

  　営　　業　　費　　用 45,171 15,177 10,933 13,491 32,861 117,633 ( 1,389 ) 116,244

    営業利益又は営業損失（△） 5,496 △407 85 1,704 2,618 9,497  86  9,583

（単位：百万円）

前　　　　　　　　　　期

平成 18年 4月 1日　  ～  　平成 19年 3月31日

標準･ 環境･ﾌﾟﾗﾝﾄ 船舶鉄構 消去又

量産機械 その他 ･機器 機  械 建設機械 計 は全社 連 結

  　売       上       高

    (1)外部顧客に対する売上高 222,906 79,397 69,491 68,286 160,177 600,256      － 600,256

    (2)セグメント間の内部売上高 2,160 2,490 511 423 31 5,615 ( 5,615 )      －

       又は振替高

計 225,066 81,887 70,002 68,709 160,208 605,872 ( 5,615 ) 600,256

  　営　　業　　費　　用 196,222 77,393 63,287 59,182 145,812 541,897 ( 5,865 ) 536,032

    営　　業　　利　　益 28,844 4,494 6,714 9,527 14,396 63,975 250 64,224

 (注) 1.事業区分は、売上集計区分によっている。

      2.各事業の主な製品

事 業 区 分 主   　 要   　 製    　品

標準・量産機械 減・変速機，プラスチック加工機械，レーザ加工システム，極低温冷凍機，精密位置決め装置，

加速器，液晶ディスプレー製造装置，精密鍛造品，制御システム装置，防衛装備品

環境・ﾌﾟﾗﾝﾄその他 ボイラ，産業廃棄物処理装置，水処理装置，パルプ製造装置，不動産，ソフトウェア

船舶鉄構・機器 船舶，反応容器，橋梁

機 械 鍛造プレス，運搬荷役機械，物流システム，駐車場システム，タービン，ポンプ

建 設 機 械 油圧ショベル，クレーン，道路機械

      3.営業費用の配賦方法の変更

        従来、当社の管理部門に係る費用は、当社に事業部が存在するセグメントのみに配賦していたが、当第１四半期より

        連結全体のセグメントの業績を反映する方法に変更した。

        なお、変更による影響の記載は省略している。　　　　

－５－



（４） セグメント別受注・売上・受注残高

 （ 受 注 高 ） （単位：百万円）

当第１四半期 前年同四半期 増減比 前　　期
( 19/ 4 ～ 19/ 6） ( 18/ 4 ～ 18/ 6) ( 18/ 4 ～ 19/ 3)

セグメント 金 　額 構成比 金 　額 構成比 金 　額 構成比
％ ％ ％ ％

標準･量産機械 59,498 31.5 58,814 34.7 1.2 234,735 33.2

環境･ﾌﾟﾗﾝﾄその他 30,747 16.3 30,239 17.8 1.7 89,963 12.7

船舶鉄構･機器 26,175 13.8 22,622 13.3 15.7 120,971 17.1

機  械 26,429 14.0 20,877 12.3 26.6 93,615 13.2

建設機械 46,189 24.4 37,083 21.9 24.6 168,089 23.8

合　　　計 189,039 100.0 169,634 100.0 11.4 707,374 100.0

 （ 売 上 高 ） （単位：百万円）

当第１四半期 前年同四半期 増減比 前　　期
( 19/ 4 ～ 19/ 6） ( 18/ 4 ～ 18/ 6) ( 18/ 4 ～ 19/ 3)

セグメント 金 　額 構成比 金 　額 構成比 金 　額 構成比
％ ％ ％ ％

標準･量産機械 49,091 36.6 50,138 39.9 △ 2.1 222,906 37.1

環境･ﾌﾟﾗﾝﾄその他 15,223 11.4 14,127 11.2 7.8 79,397 13.2

船舶鉄構･機器 12,512 9.3 10,963 8.7 14.1 69,491 11.6

機  械 16,011 11.9 15,127 12.0 5.8 68,286 11.4

建設機械 41,386 30.8 35,472 28.2 16.7 160,177 26.7

合　　　計 134,223 100.0 125,827 100.0 6.7 600,256 100.0

 （ 受 注 残 高 ） （単位：百万円）

当第１四半期末 前 期 末 増減比 前年同四半期末
( 19. 6. 30） ( 19. 3. 31) ( 18. 6. 31)

セグメント 金 　額 構成比 金 　額 構成比 金 　額 構成比
％ ％ ％ ％

標準･量産機械 87,997 16.5 76,937 16.2 14.4 75,143 18.2

環境･ﾌﾟﾗﾝﾄその他 99,221 18.6 84,103 17.7 18.0 89,649 21.7

船舶鉄構･機器 217,051 40.7 203,387 42.8 6.7 163,566 39.6

機  械 91,451 17.1 81,033 17.1 12.9 61,453 14.9

建設機械 37,762 7.1 29,430 6.2 28.3 23,129 5.6

合　　　計 533,482 100.0 474,890 100.0 12.3 412,939 100.0

－６－
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